
 

 

            

 

 

 １１月２５日（金）は、あの日本一に輝いた名門東福岡高

校のラグビー部監督である藤田雄一郎先生を招き、講演会を

開催しました。これは本来８月２９日の「本校創立１２０周

年記念式典」に予定されていたのが中止になったものの、同

窓会の熱い希望と藤田先生のご厚意で、当日に実現の運びと

なったものです。 

藤田先生は『個を伸ばす考え方』という演題で、生徒に考

えさせる指導を通して自主性を育み、今年度の全国選抜大会

に優勝したお話をしてくださいました（裏面に新聞記事）。 

また、指導を通しての主なポイントを熱く語ってくださいました。 

 

①大事小事…成功は小さなことを大事にすることから生まれる。練習は基本を確実に、量から質へ 

②環境が人に与える影響…用具の管理、靴をそろえる、整理整頓などを徹底し、落ち着いた環境を 

③ネガティブな思い込みからは何も生まれない…目標に向けビジョンとミッションをもつ大切さ 

 

 これは、生徒にとってはもちろんのこと、我々教師も胆に銘じなければいけないこと。貴重な機会を

私たちのためにくださった藤田先生、本当にありがとうございました。 

 

 １１月２６日（金）、昨年と一昨年の卒業生の元気な顔が久しぶりに本校に登場。それぞれの道に進

んだ彼らは、自分の現在の毎日と、進路先の苦労や楽しいことや、やりがいを熱く語ってくださいまし

た。参加した１，２年生は、昨年まで本校にいらっしゃった先輩たちの、輝くような立派さと大人の雰

囲気に、憧れの表情を浮かべていました。憧れは、自分自身の未来に対する意欲に直結します。先輩か

ら前に進む勇気をもらった２時間でした。 

２年Ｙ君談：先輩たちがあんなにしっかりしてかっこよくなっている姿にびっくりしました。 
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困ったお話（その 52） （サイコロさいてみっしょうか～？）   

小学生の頃お祭り小僧だった私は、お祭りと聞いただけで色めき立ち、自転車を

こぐぺタルが続く限り友達と見にいったものだ。今となっては買い食いした記憶

しか残ってないが、あれだけの熱い情熱を勉強や芸術に向けていれば、今頃大学者

か巨匠と呼ばれていたに違いない(わけがない)。惜しいことをした。 

さてある時、私は友人たちと連れ立って駒ヶ根市にある北の原公園のお祭りに

行った。そこでは舞台がつくられ、壇上で演じている男に私たちは目が釘づけにな

った。男は竹ざおを持ち、片足を浮かせ共にフリフリして、『サイコロさいてみっ

しょうか～、サイコロさいてみっしょうか～』と歌い、何かを狙うそぶりをするの

だ。それを観た大人たちはあっはっはと大笑いしている。何が何だかわからないまま困って帰ってきた。 

しかし、あの振りつけと日本語のもつ語感はよほど強烈だったのだろう、しばらくマネをして遊んだし、今

でもあの日の情景だけは強く脳裏に焼きついている。 

最近になって改めて気になり、ネットで『サイコロさいてみっしょうか～』と検索したら、真実がわかった。

私が観たものは『鳥刺し舞い』と言い、全国各地に残っている伝統芸能だそうだ。特に「木曽の鳥刺し舞い」

は郷土劇団の田楽座が演じていると知り、YouTubeで観てみると、『これだ！ あの時観たのは！』。 

本当の歌詞と訳は、『さい(刺し) とろ(鳥) さいて(刺して)みっしょうか～(みせましょうか～)』であった。 

わけが分かったうえで数十年ぶりに観ると、あっはっはと笑ってしまった。私も大人になったものだ。 

 

 

 

 

 

 

１１月２６日（金） 

『信濃毎日新聞』東信版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


